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第 6 回重信川流域学識者会議の開催について 
 

～ 直轄河川改修事業の再評価を行うとともに、被災箇所を視察します ～ 
 

 

 

 
 

 

 

平成２９年１０月２４日 

国土交通省 四国地方整備局 

 

 

 
本施策は、四国圏広域地方計画「No.１ 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への「支国」

防災力向上プロジェクト」の取り組みに該当します。 

 
 

  

公共事業の効率性及び実施過程の透明性の一層の向上を図ることを目的に、第６回

重信川流域学識者会議を開催し、重信川の直轄河川改修事業について再評価するとと

もに、台風１８号による被災箇所の現地視察を行います。 

 

 

記 
 

１．開催日時：平成２９年１０月３１日（火） １３：３０～１７：００（予定） 

２．会  議：松山河川国道事務所 ２階 第１，２会議室（13:30～15:00） 

３．現地視察：重信川被災箇所（15:00～17:00） 

４．そ の 他：当日の取材は可能です。ただし、天候によっては変更になる場合が 

ありますので事前にお問い合わせ下さい。 

       （詳細は別紙１を参照） 

◆総合的なお問い合わせ 

国土交通省 四国地方整備局 河川部 河川計画課 建設専門官 山本
やまもと

 卓男
た く お

 

ＴＥＬ（０８７）８１１－８３１７（内線３６１３） 

◆事業再評価に関するお問い合わせ 

国土交通省  四国地方整備局  松山河川国道事務所 副所長 松下
まつした

 越夫
え つ お

   

ＴＥＬ（０８９）９７２－００３４（内線２０４） 



 

別紙 1 
 

「第 6回 重信川流域学識者会議」の開催について 

 

 

１．開催日時 

   平成 29年 10月 31日（火） 13:30～17:00（予定） 

 

 

２．会議場所 

   国土交通省四国地方整備局 

松山河川国道事務所 2階 第 1、2会議室（別紙 3） 

 

 

３．会議内容 

   別紙 4のとおり 

 

 

４．公開 

   ・会議は公開で行います。 

   ・傍聴席については 20席程度を準備しています。 

   ・受付は先着順とし、満席になり次第、受付を終了しますので、その際

はご了承ください。 

   ・詳細については別紙 5、6をご覧ください。 

 
 

  



別紙2
重信川流域学識者会議 委員名簿

氏 名 専門分野 所 属

石川 和男 環境（動物学） 松山東雲女子大学 名誉教授
いしかわ か ず お

愛媛大学沿岸環境科学研究センター
大森 浩二 環境（水域生態学）
おおもり こ う じ

教授

愛媛大学大学院理工学研究科
岡村 未対 防災（地盤工学）
おかむら み つ

教授

愛媛大学大学院理工学研究科
門田 章宏 治水（水工学）
か ど た あきひろ

准教授

佐藤 晃一 利水 農業水利 愛媛大学 名誉教授
さ と う こういち

下 條 信行 愛媛大学 名誉教授文化財 考古学、文化財
しもじよう のぶゆき

鈴木 幸一 治水 河川工学 愛媛大学 名誉教授
す ず き こういち

高橋 治郎 愛媛大学 名誉教授
地質・教育たかはし じ ろ う

（地学、理科教育）

愛媛大学社会共創学部環境デザイン学科
羽鳥 剛史 土木計画学
は と り つ よ し

准教授

愛媛大学大学院農学研究科
治多 伸介 環境（水質）
は る た しんすけ

教授

松井 宏光 環境（植物生態学） 松山東雲短期大学 名誉教授
ま つ い ひろみつ

愛媛大学大学院理工学研究科
三宅 洋 環境（保全生態学）
み や け よう

准教授

愛媛大学大学院理工学研究科
森脇 亮 水文・気象学
もりわき りよう

教授

防災 愛媛大学防災情報研究センター
矢田部 龍 一
や た べ りゆういち

（土質工学、防災） 特命教授

五十音順・敬称略
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別紙 3 
 

 

会場案内図 

 

 
国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所  

〒790-8574 愛媛県松山市土居田町７９７－２ 

TEL 089-072-0034（代） 

伊予鉄道郡中線土居田駅から徒歩 10分程度。 

※駐車場には限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。 
  



 

別紙 4 
 

第 6 回 重信川流域学識者会議 

 
開催日時：平成 29年 10月 31日（火） 

13:30～17:00（現地視察含む） 

開催場所：松山河川国道事務所 2F 

第 1、2会議室 

 
 

議 事 次 第 

 

 １．開 会 

 

 ２．開会挨拶   

 

 ３．委員紹介 

 

 ４．議 事 

  １）事業評価について 

  ２）重信川直轄河川改修事業（事業再評価）について 

  ３）平成 29年 9月台風 18号洪水の概要について 

  

 ５．閉会挨拶 

 

 ６．閉 会 

 

 ※閉会後、現地視察を実施。 
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「第 6 回 重信川流域学識者会議」 

取材にあたってのお願い 

 

（取材） 

１）会議を取材しようとする方は、会議場に入室する前に受付において 

「報道関係者受付簿」に必要事項を記入し、「報道」と記載されたプレ

ートを着用してください。 

２）報道関係者は、会議場内において次の事項を遵守してください。 

①報道関係者の方はあらかじめ用意された席で取材願います。 

②ビデオ・カメラ等の撮影位置は事務局席までとし、それより前列に

は立ち入らないでください。 

③携帯電話はマナーモードに設定、もしくは電源をお切りください。

また、会議中の通話はご遠慮ください。 

④報道機関用の席でＰＣ等の使用は、議事や他の傍聴者の迷惑になら

ない限り可能です。なお、取材に必要な電源は各社で用意してくだ

さい。 
 

（公開・公表） 

１）学識者会議の非公開の決議があったとき又は事務局が退場を指示した時

は、速やかに退場してください。 

２）審議中発言された委員の個人名は報道しないよう配慮をお願いします。 



 

別紙 6 

 

「第 6回 重信川流域学識者会議」の傍聴者の皆様へ 

傍聴にあたってのお願い 

（傍 聴） 

1）学識者会議を傍聴しようとする方は、会議場に入室する前
に受付において「傍聴者受付簿」に必要事項を記入し、「傍
聴」と記載されたプレ－トを着用してください。 

2）学識者会議の円滑な進行のため、傍聴者は会議場内におい
て次の事項を遵守してください。 
①会議における発⾔等への批判や可否の表明、拍手などを
しないでください。 

②発⾔・私語・談論などをしないでください 
③はちまきの着用、プラカードの持ち込みなどをしないで
ください。 

④ビラ・資料等の配布をしないでください。 

⑤携帯電話はマナーモードに設定、もしくは電源をお切り
ください。また，会議中の通話はご遠慮ください。 

⑥みだりに傍聴席を離れないでください。 
⑦許可無く写真やビデオ撮影、録音などをしないでくださ 

い。 
⑧会議の中での発⾔はできません。 

⑨その他、会議の秩序を乱したり会議の妨げとなるような
行為をしないでください。 

3）事務局は、傍聴者が前項に掲げる事項を遵守しない時は、
傍聴者に退室を指示することがあります。 

4）学識者会議の非公開の決議があったとき又は事務局が退場
を指示した時は、速やかに退場してください。 

5）以上のほか、傍聴者は事務局職員の指示に従ってください。 

 



現地視察 位置図 

①右岸2k400+100付近 
 松山市垣生地先 

①松山市垣生地先 

②松前町大間地先 

③東温市上村地先 

⑤東温市下林地先 

④東温市下林地先 

別紙7 

②左岸3k600＋160付近 
 松前町大間地先 

③左岸13k700付近 
 東温市上村地先 

④左岸15k000付近 
 東温市下林地先 

⑤左岸15k300付近 
 東温市下林地先 

松山河川国道事務所 
  ◎ 

平成29年10月31日（火） 
15:00～17:00（予定） 
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